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特集：「ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）」


ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）は、生命や安全が脅かされる強い恐怖感を伴う体験から起こる精神障害です。原因としては、災害、戦闘体験、犯罪被害等があり、昨年の東日本大震災、津波等も起因します。　


しかし同じような出来事に遭遇しても必ずしもＰＴＳＤを発症するとは限らず、性格傾向等様々な要因により、ＰＴＳＤの発症は異なります。　症状は主に以下の3つがあります。


　「再体験症状」は原因の記憶がフラッシュバックや悪夢として繰り返しよみがえることです。


　「回避症状」はその出来事について考えたり話したりするのを避け、体験を思い出させる場所、人物等を意識的あるいは無意識的に避けようとし、場合によって出来事の一部を思い出せなくなることもあります。また、感情や感覚等の反応が麻痺したようになり、愛情や幸福感を感じることができなくなります。


　「覚醒亢進症状」は自律神経が興奮した状態となり、不眠やイライラが現れ、ついには抑うつ状態に陥り自殺を考えることもあります。


治療は薬物療法と精神療法です。精神療法は受容的、共感的に接し、症状について説明し、理解を得ることで対処能力をつけていきます。症状を「異常な事態に対する正常な反応」ととらえることで症状に対する不安の改善を図ります。症状を理解するために、図書館活用をお勧めします。





★図書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001476453&CTG=1&RTN=01&SID=5806Sw0leGjIXMi&RTNPAGE=/search.shtml" ��ＰＴＳＤとトラウマのすべてがわかる本�』飛鳥井望監修　講談社　2007.11 


ＰＴＳＤとトラウマの基礎知識と随所に誤解しやすいポイントを併記し、イラストや図を用いて解説。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001878717&CTG=1&RTN=01&SID=RNDoa6HD!allDJB&RTNPAGE=/search.shtml" ��災害ストレスから子どもの心を守る本�』内海裕美監修　河出書房新社　2011.6


災害ストレスが子どもの心にどのような影響を与え、大人には何ができるのか。子どもが発するサインと対処法を解説する。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001728511&CTG=1&RTN=01&SID=SPENNrolqtJfOFx&RTNPAGE=/search.shtml" ��「心の傷」のケアと治療ガイド�』飛鳥井望監修　保健同人社　2010.3


症状やメカニズム、カウンセリング・薬物療法・認知行動療法・ＥＭＤＲ等の治療法、セルフケアを具体的に解説。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001517219&CTG=1&RTN=01&SID=TRRfT5$4d2ofG5F&RTNPAGE=/search.shtml" ��被害者心理とその回復�』丹治光浩編著　ゆまに書房　2008.3


被害を受けた人々への援助は、広範に長期にわたって必要であり、さまざまな分野との連携が重要となる。被害者支援について主に心理学的な視点から考察し、実際に役立つ支援法を紹介する。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000531127&CTG=1&RTN=01&SID=K7$eftTJ8yGFUt5&RTNPAGE=/search.shtml" ��臨床精神医学講座　Ｓ６外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）�』中根允文、飛鳥井望責任編集　中山書店2000.3


精神科診断学体系におけるＰＴＳＤ概念の位置づけ等、総論的な事柄、様々な場面障害等を、第一線の研究者が解説する専門書。








★関連するホームページ





「日本トラウマティック・ストレス学会」� HYPERLINK "http://www.jstss.org/index.html" ��http://www.jstss.org/index.html�


災害や事件・事故、家庭内での暴力等による心身への影響を研究している学会。シンポジウムや学会誌の抄録集、研究報告等を公開。
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図書館のしごと紹介


「図書館利用者アンケート」





　


　　　図書館では、利用者のニーズを把握し、今


　後の図書館運営の参考とするため、利用者アン


ケートを毎年実施しています。中学生以上の図書館入館者を対象に、開館時間中


無作為にアンケート用紙を配布、館内で記入していただいています。


 　平成２３年度の利用者アンケートは、７月に実施しました。平日２日間、土曜日１日の


計３日間に５６０枚アンケート用紙を配布。５１７枚回収し、回収率は９２．３％でした。


　　　アンケートの内容としては、図書館の利用目的や利用満足度等、毎年同じ内容につ


いての質問の他に、その年の社会情勢に合わせた内容も取り入れています。今年度は、


３月１１日に発生した東日本大震災の影響で、電力不足による計画停電や節電対策が実施されたため、「節電による図書館内の一部消灯について」、「節電のための夜間開館縮小について」等を追加しました。また、電子書籍の普及がめざましくなっていることから、「電子書籍の利用について」も質問に加えました。


結果については好意的な意見が多く、中には厳しいものもありましたが、このアンケート結果を踏まえ、より一層、より良い図書館サービスを行っていくよう努めていきたいと思います。











＜回答＞　


　 　静岡県砂防局のホームページ「災害復旧」の項目の中に、平成19年からの県内の災害箇所一覧表があり、住所、被災日、被災原因（豪雨、地震等）が掲載されている。


＜調査方法＞


・静岡県が公開しているのではないかと思い、静岡県のホームページをキーワード「土砂崩れ」でサイト内検索したが、土砂災害や砂防（防災情報や歴史）についてのページがヒットするものの、最近の土砂崩れのデータがみつからない。Googleで検索しても同様。


・図書館にある資料『狩野川水系の出水状況-平成17年』に、東部の土砂崩れについて一部載っていたが情報が古く、少ない。この資料が国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所発行だったため、沼津河川国道事務所のホームページを確認するが載っていない。国土交通省のホームページでも、「災害情報」→「土砂災害情報」とたどっていけるが県別の総件数しか載っていないので、画面右の「基本情報」の下にある「リンク」を開いてみると、その中に「都道府県砂防主管部署」があった。静岡県の主管部署は土木部河川砂防総室砂防室。再度Googleで「静岡県土木部河川砂防総室砂防室」を検索。ヒット一覧の一番上に表示されていた「砂防課」のページを開いたところ、充実した内容だが防災中心で探しているデータは無い。二番目の「土木部河川砂防総室砂防室」のページは更新が2007年と古いので旧部署名ではないかと推測し、画面上部の「河川砂防局」をクリックするとURL移動の表示が出て現在の主管部署「静岡県砂防局」のページに移動できた。


＜参考＞


・図書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001361940&CTG=1&RTN=01&SID=VW2yAbEjkS77yjX&RTNPAGE=/search.shtml" ��狩野川水系の出水状況-平成17年�』国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所　2005


・インターネット情報


　「静岡県/河川砂防局災害復旧」　� HYPERLINK "http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-320/measures/measures09.html" ��http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-320/measures/measures09.html�


（＠ｏ＠）！　


キーワード「土砂崩れ」等でインターネット検索を行うと、防災に関するページが多数ヒットしてしまい、過去に起きた土砂崩れの情報が見つからない。データを公開していそうな部署のページを予測しながら探すことで、目的の情報を見つけることができた。また、今回は静岡県の組織改編があったせいか、静岡県のホームページ内に存在することが予測できたが、なかなか見つけられなかった。一度図書館にある資料を確認することで、データを公開している部署のページにたどりつくことができた。





「レファレンス　サービス」とは？


司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査方法などの相談に応じるサービスです。





レファレンス事例　


静岡県東部地域の最近（ここ２～３年）の土砂崩れについて、日にち・場所等を調べたい。




















今月のピックアップ　ー新着資料から





著者は、創業間もなかったり再生可能ながら負債を抱えた企業に救いの手をさしのべるエンジェル投資家であり、京都大学准教授。


本書は、京都大学での授業をベースに綴られている。著者は、教養課程で「起業論」を受け持つが、その講座には多数の学生が詰めかける。内容は起業に留まらず「どうやって自分の価値を資本主義の世の中で高めていくか」というのが大きなテーマとなっている。医学部の学生の受講が多いのだが、彼らは医師であってもワーキングプアに陥る危険があることを理解しているからである。


著者は若者に対して、非情で残酷な社会を生き抜くために「教養」という「武器」を持ったゲリラ戦を勧めている。若者に贈られたその言葉は、現代を生き抜くすべての人の糧になるはずだ。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001908761&CTG=1&RTN=01&SID=m32HxFpCnRuJ5ZZ&RTNPAGE=/search.shtml" ��僕は君たちに武器を配りたい�』　�瀧本　哲史　著　講談社


　　　　�











図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�




















図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�























